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お詫び～不正アクセスによる個人情報漏えいについて①～
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本件対象サービス範囲

このたび、当社連結子会社ブックオフコーポレーション株式会社の会員管理システムに対する第三者による不正アクセスによ
り、お客様の会員情報が外部に漏えいいたしました。お客様をはじめ株主・投資家及び関係者の皆様に多大なるご心配とご迷惑
をおかけしておりますことを、深くお詫び申し上げます。

今回のインシデントが発生したシステムと対象となる店舗・サービスは下記のとおりであります。なお、国内における対象範
囲外の店舗・サービスならびに海外事業の店舗・サービスは影響はございません。

システム 当社グループのサービス 事業セグメント

対象範囲
ブックオフ

会員管理システム

国内ブックオフ事業

プレミアムサービス事業

対象範囲外
上記とは

別システムで管理

プレミアムサービス事業

その他事業

（店舗）

（ECサイト）



システム 当社グループのサービス 事業セグメント

ブックオフ
会員管理システム

国内ブックオフ事業

プレミアムサービス事業

お詫び～不正アクセスによる個人情報漏えいについて②～
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漏えい対象者数

（対象データ数）
アプリ会員・オンラインストア会員・Web会員のうち、約638万人（対象会員データ数は約643万件）

業績への影響
第1四半期の業績への影響はなし。通期業績予想への影響は、現在精査中。

今後、業績予想修正 その他開示すべき事項が生じた場合には、速やかに開示予定。

当社グループは、本件を重く受け止め、お客様へのご案内と対応を最優先に進めるとともに、セキュリティ体制の見直しと再
発防止に全力で取り組んでまいります。

本件の詳細につきましては、2026年10月９日公表の「不正アクセスによる個人情報漏えいに関するお詫びとお知らせ」及び
2026年10月13日公表の「不正アクセスによる個人情報漏えいに関するお詫びとお知らせ（第2報）」をご参照ください。

漏えい可能性のある情報

※2 パスワードのハッシュ値は、パスワードを一定の方式で変換した情報であり、そのままでは元のパスワードを読み取ることはできません。

※1 漏えい対象者数は、同一のメールアドレスで登録された複数の会員データを1人として整理した、実際の本件の影響となる人数。

（※1）

本件対象サービス範囲

情報の区分 漏えいの対象／対象外

アプリ会員、オンラインストア会員及びWeb会員の会員情報画面でご登録した下記の情報

氏名、生年月日、性別、メールアドレス、電話番号、会員情報として登録された郵便番号・住所、

パスワードのハッシュ値（※2）、ポイントカード番号、会員番号

対象

店頭買取時に入力した住所及び免許証等の本人確認書類の読み取りによる文字情報 対象外

商品注文時に、会員登録住所とは別に指定した配送先情報（氏名、住所、電話番号等） 対象外

宅配買取時に、会員登録住所とは別に指定した集荷先住所及び本人確認書類の画像 対象外

（店舗）

https://ssl4.eir-parts.net/doc/9278/tdnet/2893077/00.pdf
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連結決算概要
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◆ 中期経営方針4年目にあたる2027年5月期は、国内ブックオフ事業における既存店の伸長と
各事業における積極的な出店・リニューアルにより売上高は前期を上回り伸長する。国内
ブックオフ事業においては大型店の出店の強化やデジタル投資を優先し、海外事業とプレミ

アムサービス事業における増益等により連結での増益を見込む。中期経営方針の最終年度
2028年5月期の目標として掲げていた経常利益50億円を、1年前倒しし、2027年5月期達成
を目指す。

◆ 第1四半期連結売上高は32,620百万円（前期比110.5%）、連結経常利益は959百万円（同
163.5%）、親会社株主に帰属する四半期純利益は495百万円（同255.8%）となった。
売上高は、国内ブックオフ事業、海外事業、その他事業の各セグメントにおいて前期を上

回った。国内ブックオフ事業において予定通り大型店2店舗出店等により費用は増加したも
のの、既存店が好調に推移し経常利益は前期を上回った。また海外事業、プレミアムサービ
ス事業においても経常利益は前期を上回った。

◆ 通期業績予想は2026年7月13日公表数値を据え置き。なお、2026年10月９日に公表した不
正アクセス事案による業績への影響は現在精査中であり、本予想には織り込んでいない。
今後、業績予想の修正、その他開示すべき事項が生じた場合には、速やかに開示予定。



連結損益計算書
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2026年5月期
1Q

売上比
2027年5月期

1Q
売上比 前年同期差 前年同期比

売上高 29,511 - 32,620 - +3,108 110.5%

売上総利益 16,822 57.0% 18,631 57.1% +1,808 110.8%

販管費 16,340 55.4% 17,759 54.4% +1,419 108.7%

営業利益 482 1.6% 871 2.7% +388 180.6%

営業外収益 189 0.6% 205 0.6% +15 108.0%

営業外費用 85 0.3% 117 0.4% +31 136.7%

経常利益 586 2.0% 959 2.9% +372 163.5%

特別利益 0 0.0% - - ▲0 -

特別損失 98 0.3% 60 0.2% ▲38 61.0%

税金等調整前四半期純利益 488 1.7% 899 2.8% +411 184.2%

法人税等 268 0.9% 382 1.2% +113 142.2%

非支配株主に帰属する四半期純利益 25 0.1% 21 0.1% ▲4 84.2%

親会社株主に帰属する四半期純利益 193 0.7% 495 1.5% +301 255.8%

単位：百万円



セグメント別概要
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直営既存店においてトレーディングカード・ホビーやソフトメディア、本、家電・携帯電話などの売上高が前
期を上回り、第1四半期売上高28,407百万円（前期比109.9%）となった。

大型店BOOKOFF SUPER BAZAAR2店舗出店や人件費の増加等により費用は増加したものの、既存店が好調
に推移したことで、セグメント利益は1,314百万円（同117.0%）となった。

貴金属相場が前期を上回る水準で推移したことに加え、hugallにおける高額買取や取扱い件数の増加等により、
仕入高は前期を上回った。一方、グループ内の運営効率化の一環として、前期までプレミアムサービス事業に含
めていた販売チャネルを当期より国内ブックオフ事業部へ移管した影響により、第1四半期の売上高は1,468百
万円（前年同期比90.3％）となった。

利益面では、仕入高の増加に伴い売上総利益が増加したことに加え、効率的な運営の推進により販売費及び一
般管理費を前期並みの水準に抑制した結果、セグメント利益は▲59百万円（前期セグメント利益▲144百万円）
となった。

アメリカ合衆国内「BOOKOFF」の新規出店及び過年度出店、マレーシア「Jalan Jalan Japan」の過年度出
店及びリニューアルがそれぞれ寄与し、第1四半期売上高2,224百万円（前期比139.4%）となった。

利益面では、アメリカ合衆国内「BOOKOFF」において、既存店の仕入及び販売が好調に推移したことに加え、
前期出店店舗の売上拡大が増益に寄与した。一方、マレーシア「Jalan Jalan Japan」においては、既存店の改
善が途上であったことなどにより既存店売上高は前期を下回り、減益となった。その結果、セグメント利益361
百万円（同168.5%）となった。

国内ブックオフ事業

プレミアムサービス事業

海外事業



セグメント別実績
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事業セグメント
2026年5月期

1Q
2027年5月期

1Q
前年同期差 前年同期比

国内ブックオフ事業
売上高 25,858 28,407 +2,549 109.9%

セグメント利益 1,123 1,314 +191 117.0%

プレミアムサービス事業
売上高 1,626 1,468 ▲158 90.3%

セグメント利益 ▲144 ▲59 +85 -

海外事業
売上高 1,595 2,224 +628 139.4%

セグメント利益 214 361 +147 168.5%

その他事業
売上高 430 519 +89 120.7%

セグメント利益 ▲68 ▲112 ▲43 -

調整額（全社） セグメント利益 ▲538 ▲545 ▲7 -

連結
売上高 29,511 32,620 +3,108 110.5%

経常利益 586 959 +372 163.5%

単位：百万円



国内ブックオフ事業 既存店の状況①

1Q 2Q 上期 3Q 3Q累計 4Q 通期

売上高 107.5%

売上客数 103.3%

仕入高 122.8%

仕入客数 102.3%
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1Q 2Q 上期 3Q 3Q累計 4Q 通期

売上高 104.0% 109.1% 106.5% 108.6% 107.3% 109.7% 107.9%

売上客数 100.4% 101.2% 100.8% 100.7% 100.8% 100.5% 100.7%

仕入高 112.5% 102.8% 107.2% 110.3% 108.3% 115.2% 110.2%

仕入客数 105.2% 98.0% 101.3% 98.8% 100.4% 100.2% 100.4%

2027年5月期 四半期別前年同期比

（参考）2026年5月期 四半期別前年同期比



国内ブックオフ事業 既存店の状況②

商材名

売上高 仕入高

1Q期間 累計 1Q期間 累計

前年同期比 構成比 前年同期比 構成比 前年同期比 構成比 前年同期比 構成比

本 106.9% 22.3% 106.9% 22.3% 107.3% 12.2% 107.3% 12.2%

ソフトメディア
（音楽・映像・ゲーム）

107.3% 21.1% 107.3% 21.1% 120.8% 21.1% 120.8% 21.1%

アパレル 104.7% 10.7% 104.7% 10.7% 114.5% 7.8% 114.5% 7.8%

貴金属・腕時計・ブランドバッグ 91.2% 7.9% 91.2% 7.9% 116.7% 15.5% 116.7% 15.5%

トレーディングカード・ホビー 115.2% 24.6% 115.2% 24.6% 140.1% 33.0% 140.1% 33.0%

家電・携帯電話 117.0% 5.6% 117.0% 5.6% 118.2% 5.8% 118.2% 5.8%

スポーツ・アウトドア用品 102.4% 3.3% 102.4% 3.3% 116.2% 3.6% 116.2% 3.6%

その他 106.2% 4.5% 106.2% 4.5% 108.0% 1.0% 108.0% 1.0%
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2027年5月期 グループ新規出店①
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国内ブックオフ事業

区分 店舗名 店舗パッケージ OPEN日 所在地 売場面積 連結対象期間

直営店 豊中三国店 2026/6/25 大阪府豊中市 760坪 第1四半期

直営店 ユーカリが丘スカイプラザ店 2026/6/26 千葉県佐倉市 532坪 第1四半期

直営店 イオン吹田店 2026/7/27 大阪府吹田市 334坪 第1四半期



2027年5月期 グループ新規出店②
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区分 店舗名 店舗パッケージ OPEN日 所在地 売場面積 連結対象期間

直営店 井筒屋苅田ショップ店 2026/6/26 福岡県京都郡 - 第1四半期

プレミアムサービス事業



2027年5月期 グループ新規出店③
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※

海外事業

区分 店舗名 店舗パッケージ OPEN日 所在地 売場面積 連結対象期間

直営店 WOODLAND HILLS店 2026/4/9 アメリカ合衆国 87坪 第1四半期

※ 海外子会社の決算期が連結会計期間と異なるため、マレーシア「Jalan Jalan Japan」は2026年4月～2026年6月まで、アメリカ合
衆国「BOOKOFF USA」は2026年3月～2026年5月までにオープンした店舗を記載。



グループ店舗数推移
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営業年月

2026年 2027年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

国内ブックオフ事業計 725 724 723

国内ブックオフ事業

直営店 369 368 368

加盟店 356 356 355

プレミアムサービス事業 55 55 55

海外事業計 49 50 50

海外事業

直営店 37 38 38

加盟店 12 12 12

その他事業 9 9 9

グループ合計 838 838 837

※ 国内連結子会社、海外子会社の決算期が連結決算期と異なるため、当連結会計期間に対応する店舗数です。



連結業績予想
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2026年5月期

実績

2027年5月期

予想
前期差 前期比

売上高 130,123 139,000 ＋8,876 106.8%

営業利益 4,405 4,700 ＋294 106.7%

経常利益 4,720 5,000 ＋279 105.9%

親会社株主に帰属する当期純利益 2,763 2,800 ＋36 101.3%

1株あたり期末配当金 36円 40円 ＋4円 111.1%

✓ 中期経営方針4年目にあたる2027年5月期は、国内ブックオフ事業における既存店の伸長と各事業における積極
的な出店・リニューアルにより売上高は前期を上回り伸長する。

✓ 国内ブックオフ事業においては、大型店の出店を強化。海外事業とプレミアムサービス事業における増益等によ
り、連結では営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は増益を見込む。中期経営方針の最終年度
2028年5月期の目標として掲げていた経常利益50億円を、1年前倒しし、2027年5月期達成を目指す。

✓ 通期業績予想は2026年7月13日公表数値を据え置き。なお、2026年10月９日に公表した不正アクセス事案によ
る業績への影響は現在精査中であり、本予想には織り込んでいない。
今後、業績予想の修正、その他開示すべき事項が生じた場合には、速やかに開示予定。

✓ 期末配当金は、前期実績から4円増配し、1株あたり40円を予定。

単位：百万円



多くの人に楽しく豊かな生活を提供する

本 資 料 に 関 す る お 問 い 合 わ せ 先

ブ ッ ク オ フ グ ル ー プ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社  グ ル ー プ 戦 略 企 画 部

M a i l ： i r i n f o @ b o o k o f f . c o . j p

h t t p s : / / w w w . b o o k o f f g r o u p . c o . j p / c o n t a c t _ u s / t o p / c o n t a c t - u s - 0 1 /

本 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 に 記 載 さ れ て い る 計 画 、 戦 略 、 財 務 的 予 測 の う ち 、 歴 史 的 事 実 で な い も の は 、 当 社 が 現 在 入 手 可 能 な

情 報 に 基 づ き 判 断 し た 将 来 の 見 通 し に 関 す る 記 述 で あ り 、 経 営 環 境 等 の 変 化 に よ り 内 容 が 大 き く 変 動 す る 可 能 性 が あ り ま す 。
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